
TRDラリーチャレンジカップ2015
Round 6 in 弘前  

Rally Data

Round 6 in2015 弘 前

完走台数 14台

出走台数 14台

主　催 コルトモータースポーツクラブ青森
（ＣＭＳＣ青森） 

開催日 2015年7月19日（日）

開催エリア 青森県内

セクション数 2

SS本数 8

SSトータル距離 20ｋｍ

総走行距離 約120km

参加台数

14台

C-3 3台
OPEN 1台

C-2 1台
E-2 5台
E-3 1台

E-1 3台

取材媒体

セレモニアル
スタート会場 岩木山百沢スキー場駐車場

サービスパーク 岩木山百沢スキー場駐車場

ゴール会場 岩木B＆G海洋センター

J SPORTS
(テレビ）

東北初上陸のTRDラリーチャレンジカップ。
地元の方の協力のもと、無事開催。
　7月19日、青森県弘前市においてTRDラリーチャレンジカップ 2015 in 
弘前が開催された。台風の影響で開催が心配される場面もあったが、天候
は回復し、無事開催されることとなった。
　今回のカップ戦はJMRC東北ラリーシリーズ「’15 ツール・ド・東北」への
編入という形で実現した。前日には東北ラリーシリーズの方々が企画
したウェルカムパーティが催され、地元の特産品や地方戦の参加者達
とのラリー談義に花が咲いていた。

ハイレベルなグラベルステージを駆け抜ける！



ステップアップサポート ランキング
一般ドライバー部門

加藤　英佑（埼玉）
丸山　剛史（東京）
佐々木　康行（愛知）
池田 みき（愛知）

学生ドライバー部門
冨本　諒（奈良）
井之上　優（福岡）
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SS1　グラベル A 　 3.39 km
Section 1
SS コースレイアウト

SS2　グラベル B 　 2.03 km

SS3　グラベル A 　 3.39 km

SS5　ターマック A 　 0.70 km

Section 2

SS7　グラベル C 　 2.45 km

SS6　グラベル A 　 3.39 km

SS4　グラベル B 　 2.03 km SS8　グラベル A 　 3.39 km
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　弘前ラウンドはグラベルメインの8本のSSで構成される。ステージ
によって違うグラベル質になるのも特徴的で、前半のグラベルは深く
細かい砂利。前日までの雨が残っていたこともあり、車両が走行する度
に砂利が掘られ深い轍になっていった。後半セクションで使用する
ステージは浅い砂利だが、スタートと中盤は舗装路面になるトリッキー
な特質となる。また、大きめの石がコース上に入り込むことがあり、
それらを避けてのアタックが必要となる。コースは全体的に道幅が
狭くアップダウンもあることから、ハイレベルな難しいステージとなる。
　今回注目の参加選手は、全日本ラリー選手権に30年近く参戦し
WRCにも参戦経験のあるベテランドライバー石田雅之選手。そのコ・
ドライバーを務めるのは、かつて石田選手のコ・ドライバーとして
全日本ラリー選手権に参戦していた高杉哲也選手。チーム名「復活！
昔のコンビ”TRD86」の通り、かつての名コンビが復活した。
　前半セクションは3kmと2kmのグラベルを交互にアタックした後、
ターマックSSへと移行する。同じステージを二回繰り返すこともあり、
グラベル路面に慣れない選手達も二回目のアタックではほとんどが
タイムアップを果たす。

　今回唯一のターマックSSとなるSS5は、岩木山百沢スキー場駐
車場を使用してのギャラリーSS。ラリー車の熱い走りを一目見よう
と集まった多くのギャラリーの見守るなか、ジムカーナ形式のSSが
行われた。このSSにおいて、C-3クラスに参戦する種治・坂井組が
E-2クラス石田・高杉組を破る好タイムをマークし、会場を沸かせた。
　午後セクションは、午前と同じSSを2本／新たに2.5kmのSSを
1本走る構成となる。今回4回使用されることとなったステージは
走行を重ねる度に路面コンディションが大きく変化していったが、
30秒以上タイムアップする選手がいるなど、めったに走れないグ
ラベルの経験値を積む良い機会となった。

　次戦は、一ヶ月後の丹後半島カップ戦。シリーズポイントを争う
選手たちの駆け引きはすでに始まっているようだった。

C-3クラスは、シリーズポイントを競う増元・大矢組と種治・坂井組の激しい
デッドヒート。グラベル路面経験の多い増元・大矢組に軍配が上がった。

一台ずつの参加となったE-3クラスとC-2クラス。無理をしない堅実な走り
だが、E-2クラスの86勢に次ぐ好タイムを刻みつづけた。

注目のE-2クラスは、石田・高杉組が予想通りの優勝。角谷・秋田組も
素晴らしい走りを見せたが、SS3でのタイムロスが響き涙を飲んだ。

E-1クラスの行徳・吉澤組が、クラス内で1分の差をつけ総合3位に入る
素晴らしい走りを見せ、チームメイトとともに総合2,3位を獲得した。

オープンクラスに参加したランサーは、2013年
に海外ラリーで表彰台を獲得したマシン。
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主 幹:TRDラリーチャレンジ事務局(株式会社プロクルーズ内)
 [Photograph] mk-labo ／Mizuho Ochihttp://trdrallychallenge.jp/Official Web Site

リザルト等、詳細は・・・

次回、第7 戦は 8 月30 日（日）　京都府京丹後市にて開催予定です。

ヴィッツ 1500cc 限定 ヴィッツ 1500cc 限定

トヨタ86 限定 トヨタ86 限定

オープントヨタ車限定とし、気筒容積区分無し

class
C-3C-3

class
C-2C-2

class
E-2E-2

class
E-3E-3

class
E-1E-1

E-1
1 位　行徳　聡／吉澤　慎司
2位　石田 貴久／神谷 香央里
3位　稲垣　和也／町田　亜矢

E-2
1 位　石田　雅之／高杉　哲也
2位　伊豆野 康平／ KAZ SUZUKI
3 位　小倉 康宏／高田 高志

E-3
1 位　加藤 英祐／山崎 和博

OPEN
1 位　鈴木 満也／市野 諮

C-2
1 位　天野　浩明／森　　凌

C-3
1 位　増元 信彦／大矢 啓太
2位　種治 芳尚／坂井 理紗
3位　原田 京輔／三輪 静秋
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